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防
災
意
識

令
和
元
年
台
風
第
19
号
災
害
か
ら
10
月
で
1
年
が

た
ち
ま
す
。
日
本
各
地
で
自
然
災
害
が
毎
年
発
生
し

て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
は
防
災
準
備
を
さ
れ
て
い

ま
す
か
？

あ
づ
み
病
院
で
は
、
地
震
や
火
災
な
ど
に
よ
る
病

院
の
災
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
、
災
害
発
生
時
に

お
け
る
対
応
を
適
切
に
行
う
た
め
、
北
ア
ル
プ
ス
医

療
セ
ン
タ
ー
あ
づ
み
病
院
災
害
対
策
規
程（
災
害
マ

ニ
ュ
ア
ル
）を
策
定
し
て
い
ま
す
。
非
常
時
に
病
院
の

機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
現
場
で
の
初
期
対
応
や
災

害
の
規
模
に
応
じ
て
、休
日
・
夜
間
で
も
対
応
で
き
る

よ
う
職
員
の
参
集
な
ど
が
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て

お
り
有
事
の
際
に
備
え
て
い
ま
す
。

病
院
に
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
場

合
な
ど
を
想
定
し
、
停
電
時
に
は
病
院
全
体
の
約
半

分
を
カ
バ
ー
す
る
非
常
用
発
電
機
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
停
電
発
生
か
ら
約
30
秒
後
に
は
自
動
で
電
源
供

給
で
き
る
よ
う
常
時
待
機
し
て
い
ま
す
。
ま
た
入
院

患
者
さ
ん
用
に
約
3
日
分
の
水
と
食
料
を
備
蓄
し
、

さ
ら
に
備
蓄
食
料
が
不
足
し
た
場
合
、
迅
速
に
物
資

調
達
業
者
に
依
頼
で
き
る
よ
う
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

病
院
に
限
ら
ず
、
大
北
地
区
で
災
害
が
あ
っ
た
場

合
に
は
大
北
地
域
包
括
医
療
協
議
会
と
連
携
し
、
お

互
い
に
助
け
合
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
幾
度
と
な
く
大
雨
に
よ
る
避
難
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
住
ん

で
い
る
地
区
や
自
治
会

で
も
避
難
経
路
や
連
絡

網
な
ど
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
有
事
の
際
に
備
え

て
、普
段
か
ら
し
っ
か
り

と
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

備蓄食料（期限管理）

これは外来棟と本館の発電機です。当院
は、他に南病棟用の発電機もあります。

備蓄用飲料水（期限管理）

施
設
課　

電
気
技
師　

倉く
ら

科し
な　

広ひ
ろ

三み
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臨
床
工
学
科　

小お

木ぎ

曽そ　

歩あ
ゆ

美み

“
臨
床
工
学
技
士
”と
い
う
職
業
を
聞
い
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

臨
床
工
学
技
士
の
制
度
が
出
来
た
の
は
比
較
的
新

し
く
、1
9
8
7
年
に
制
定
さ
れ
た
医
学
と
工
学
の

両
面
を
兼
ね
備
え
た
国
家
資
格
で
す
。
医
療
機
関
で

血
液
浄
化
装
置
や
人
工
呼
吸
器
、
人
工
心
肺
装
置
な

ど
の「
生
命
維
持
管
理
装
置
」を
医
師
の
指
示
の
も
と

操
作
し
て
治
療
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
ほ
か
、
院
内
に

あ
る
医
療
機
器
が
安
全
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
保
守

点
検
な
ど
の
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
約
2

4
，0
0
0
名
程
度
の
臨
床
工
学
技

士
が
全
国
で
活
躍
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

臨
床
工
学
技
士
が
従
事
す
る
業
務
や
院
内
で
の
働

く
場
所
は
勤
務
先
に
よ
っ
て
異
な
り
、
あ
づ
み
病
院

で
は
以
下
の
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

《
透
析
室
業
務
》

体
内
に
貯
ま
っ
た
老
廃
物
な
ど
を
排
泄
あ
る
い
は

代
謝
す
る
機
能
が
働
か
な
く
な
っ
た
場
合
に
行
う
治

療
に
は
、
血
液
透
析
療
法
、
血け
っ

漿し
ょ
う交

換
療
法
、
血
液
吸

着
法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
血
液
浄
化
療
法
が
存
在
し
ま

す
。
私
た
ち
は
血
液
浄
化
回
路
の
準
備
、穿せ
ん

刺し

・
返
血
・

治
療
中
の
血
圧
確
認
や
透
析
装
置
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

を
行
い
、透
析
装
置

に
供
給
す
る
透
析

液
を
作
る
機
械
の

点
検
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

《
手
術
室
業
務
》

毎
日
の
麻
酔
器
の
始
業
点
検
・
使
用
中
点
検
、モ
ニ

タ
の
始
業
点
検
と
内
視

鏡
関
連
手
術
・
顕
微
鏡

下
手
術
と
整
形
外
科
の

脊
椎
固
定
術
等
の
際
に

自
己
血
回
収
装
置（
セ

ル
セ
ー
バ
ー
）・
神
経
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

の
操
作
を
し
て
い
ま
す
。

《
医
療
機
器
管
理
室
業
務
》

病
院
内
の
様
々
な
分
野
で
使
用
さ
れ
る
医
療
機
器

を
安
全
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
機
器
の
性
能
が
維

持
で
き
る
よ
う
に
保
守
・
点
検
を
行
い
ま
す
。
ま
た
医

療
機
器
を
一
括
管
理
し
、
効
率
的
で
適
切
な
運
用
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

《
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
室
》

心
臓
・
冠
動
脈
に
疾
患
の
あ
る
方
や
疾
患
の
疑
い
が

あ
る
方
へ
の
検
査
や
治
療
、
不
整
脈
治
療
を
行
っ
て

い
る
場
所
で
す
。
私
た
ち
は
検
査
や
治
療
で
使
用
さ

れ
る
医
療
機
器
の
操
作
、
緊
急
時
に
は
補
助
循
環
装

置
な
ど
の
操
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
そ
の
他
》

デ
バ
イ
ス
外
来
や
内
視
鏡
業
務
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

業
務
に
関
与
し
て
い
ま
す
。

医
療
技
術
の
進
歩
に
伴
い
高
度
化
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
医
療
機
器
の
知
識
を
持
ち
、
ス
ム
ー
ズ
な
治
療
や

検
査
が
行
え
る
よ
う
に
対
応
す
る
の
が
臨
床
工
学
技

士
の
役
割
で
す
。
近
頃
は
医
療
を
テ
ー
マ
に
し
た
ド

ラ
マ
や
マ
ン
ガ
が
注
目
さ
れ
、医
師
・
看
護
師
だ
け
で

な
く
診
療
放
射
線
技
師
や
薬
剤
師
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
作
品
も
出
て
き
ま
し
た
。
近
い
将
来
も
し
か
し
た

ら
臨
床
工
学
技
士
に
も
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

『臨
床
工
学
技
士
』の
お
仕
事
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消
化
器
外
科
シ
リ
ー
ズ

外
科
部
長　

本も
と

山や
ま　

博ひ
ろ

章あ
き

●
大
腸
が
ん
と
は

“
大
腸
が
ん
”は
口
か
ら
摂
取
し
た
食
物
が
最
後
に

通
る
大
腸
に
発
生
す
る
悪
性
腫し

ゅ

瘍よ
う

で
す
。
大
腸
に
は

食
物
中
の
水
分
を
吸
収
す
る
機
能
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
部
位
に
よ
り
結
腸
及
び
直
腸
と
名
称
が
異
な
っ

て
い
ま
す（
図
1
）。

大
腸
が
ん
は
そ
の
進
行
と
と
も
に
大
腸
壁
や
周
囲

の
臓
器
に
直
接
浸し

ん

潤じ
ゅ
ん（
周
囲
臓
器
を
破
壊
し
食
い
込
ん

で
い
く
こ
と
）、リ
ン
パ
節
や
他
の
臓
器
に
転
移
し
て

い
き
ま
す
。
進
行
程
度
は

“
ス
テ
ー
ジ（
臨
床
病
期
）”

と
い
う
概
念
で
示
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
が
高
く
な
る
ご

と
に
5
年
生
存
率
が
I
期

95
%
・
Ⅱ
期

89
%
・
Ⅲ
期

77
%
・
Ⅳ
期

19
%
と
低
下
し
ま
す
。（
図
2
）

●
大
腸
が
ん
の
治
療

　

大
腸
が
ん
の
最
適
な
治
療
方
法
は
、そ
の
進
行
度
に

応
じ
て
異
な
り
ま
す
。0
期
〜
Ⅲ
期
で
は
、主
に
が
ん

を
切
除
で
き
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
、切
除
で
き
る
場

合
に
は
内
視
鏡
治
療
ま
た
は
手
術
を
行
い
ま
す
。切
除

で
き
な
い
場
合
に
は
、薬
物
療
法
を
中
心
と
し
た
治
療

を
行
い
ま
す
。Ⅳ
期
の
場
合
は
、治
療
方
法
を
総
合
的

に
判
断
し
ま
す
。

　

治
療
に
関
し
て
、当
院
で
は
以
下
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

1
．腹ふ

く
腔く
う
鏡き
ょ
う手
術
の
推
進

　

お
腹
に
小
さ
な
穴
を
開
け
て
手
術
を
行
う
腹
腔
鏡

手
術
は
キ
ズ
が
小
さ
い
た
め
術
後
の
痛
み
が
少
な
く

回
復
が
早
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

2
．術
前
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
お
す
す
め

　

手
術
後
な
る
べ
く
早
く
日
常
生
活
に
復
帰
で
き
る

よ
う
、術
前
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
お
す

す
め
し
て
お
り
ま
す
。

●
大
腸
が
ん
を
克
服
す
る
た
め
に
は

　

大
腸
が
ん
は
進
行
し
て
い
て
も
、①
転
移
巣
の
切
除

が
有
効
な
場
合
が
あ
る
、②
有
効
な
薬
物（
抗
が
ん
剤
）

が
複
数
あ
る
こ
と
が
他
の
消
化
器
が
ん
と
大
き
く
異

な
る
点
で
す
。こ
の
た
め
治
療
方
法
の
決
定
に
当
た
っ

て
は
患
者
さ
ん
の
状
態
を
多
角
的
に
評
価
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

消
化
器
内
科
・
外
科

☎

︎
0
2
6
1

ｰ

6
2

ｰ

3
1
6
6（
14
時
～
17
時
）

第2回

図2　大腸がんのステージ
出典：国立がん研究センターがん情報サービス：大腸癌研究会編「患者さん

のための大腸癌治療ガイドライン2014年版」（金原出版）より作成

図1　大腸の構造
出典：国立がん研究センターがん情報サービス
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日
本
人
の
大
腸
が
ん
は
増
加
し
て
お
り
、が
ん
で
亡
く
な
ら
れ
る
女
性
の
中
で
最
も
多
い
死
因
が
大
腸
が
ん
で
す（
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
、

2
0
1
8
年
人
口
動
態
統
計
に
よ
る
全
国
が
ん
死
亡
デ
ー
タ
よ
り
抜
粋
）。



骨こ
つ

髄ず
い

検
査（
マ
ル
ク
）に
つ
い
て

　
血
液
中
の
細
胞
に
は
、白
血
球
・
赤
血
球
・
血
小
板
の

3
種
類
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
次
の
よ
う
な
役
割
を
は

た
し
て
い
ま
す
。

◆
白
血
球
：
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
か
ら
体
を
守
る

◆
赤
血
球
：
体
の
隅
々
に
酸
素
を
運
ぶ

◆
血
小
板
：
傷
を
ふ
さ
い
で
、出
血
を
止
め
る

　

こ
れ
ら
の
細
胞
は
、骨
の
中
に
あ
る
骨
髄
と
い
う
組

織
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

骨
髄
は
、液
体
に
浸
っ
た
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
な
組
織
で
す
。

　

血
液
の
病
気
で
は
、骨
髄
で
の
異
常
が
血
液
の
細
胞

に
異
常
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

他
の
病
気
の
影
響
が
骨
髄
に
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、血
液
の
病
気
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
は
骨

髄
を
調
べ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
の
検
査
が
、「
骨
髄
検
査
」で
す

（
マ
ル
ク
と
も
呼
ば
れ
ま
す
）。骨
髄
は
体
の
あ
ら
ゆ
る

骨
に
あ
り
ま
す
が
、安
全
に
検
査
が
で
き
る
こ
と
か
ら

骨
盤
の
骨（
腸
ち
ょ
う
骨
）で
検
査
を
行
う
の
が
一
般
的
で
す
。

●
検
査
方
法

　

図
1
の
よ
う
に
、う
つ
伏
せ
ま
た
は
横
向
き
に
ベ
ッ

ド
に
寝
た
状
態

で
検
査
を
行
い

ま
す
。

　

局
所
麻
酔
を

し
た
後
に
、専
用

の
針
で
骨
を
刺

し
て
骨
髄
の
液

体
を
吸
引
し
、組

織
を
切
り
取
り
ま
す
。

　

採
取
す
る
の
は
、1
〜
5
cc
程
度
の
液
体
と
2
cm
程

度
の
細
い
組
織
で
す
。

　
「
骨
に
針
を
刺
す
！
」と
怖
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、検
査
に
か
か
る
時
間
は
10
〜
15
分
程
度

で
、外
来
で
行
う
検
査
で
す
。強
い
痛
み
を
訴
え
ら
れ

る
方
は
少
な
く
、ほ
と
ん
ど
の
方
が“
想
像
し
て
い
た

よ
り
ラ
ク
だ
っ
た
、も
っ
と
痛
い
と
思
っ
て
い
た
”と

話
さ
れ
ま
す
。（
ち
な
み
に
、骨
髄
移
植
で
ド
ナ
ー
さ
ん

が
骨
髄
を
採
取
さ
れ
る
の
も
全
く
同
じ
方
法
で
す
が
、

5
0
0
〜
1
0
0
0
ml
を
1
〜
2
時
間
程
度
か
け
て

採
取
し
ま
す
。針
を
刺
す
回
数
が
数
十
回
以
上
に
な
る

た
め
、安
全
の
た
め
に
全
身
麻
酔
を
用
い
ま
す
。）

　

図
2
の
よ
う
に
、採
取
し
た
液
体
や
組
織
を
顕
微
鏡

で
調
べ
ま
す
。

　

ま
た
、必
要
に
応
じ
て
遺
伝
子
検
査
な
ど
を
行
う
こ

と
で
、よ
り
詳
し
く
病
気
を
調
べ
ま
す
。

　

血
液
の
病
気
で
は
、診
断
す
る
た
め
に
ど
う
し
て
も

骨
髄
検
査
が
必
要
に
な
る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。血
液
検
査
で
の

異
常
が
軽
度
で
あ
っ

た
り
自
覚
症
状
が

な
い
場
合
に
も
検

査
を
お
勧
め
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
ま
と
め

・

血
液
の
細
胞
は
、骨
の
中
の
骨
髄
で
つ
く
ら
れ
て
い

ま
す
。
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①�鍋にお湯を沸かし、豆腐を手で大きく崩しながら入れ、ひと煮立ちさせる。
②�①の豆腐をザルにあげ水気を切りながら粗熱をとり、冷ます。
③�ボウルに②の豆腐、豚ひき肉、長ねぎ、酒、塩、コショウを加えて手でよく混ぜる。
④�③のタネが割れないように空気を抜きながら12等分に丸めパン粉を全体にまぶしつける。
⑤油をフライパンの深さ１／３ほど入れ中温に熱し、④のコロッケを入れる。
⑥�しっかりときつね色になるまで、なるべくコロッケに触らないように揚げ焼きし、４～５分
したら裏返して、もう片面も４～５分揚げ焼きする。
⑦�⑥のコロッケ全体がきつね色になったら取り出して油を切る。器に盛り、トマト・茹でたブロッ
コリーを添えて完成。
※�さっぱり食べたい方はレモン汁、濃いめが好きな方はソースなどをかけてどうぞ。

作り方

栄養素量（コロッケ１個分）
エネルギー�………………154Kcal
たんぱく質�…………………… 7.6g
塩分�……………………………… 1.0g

●調理師　濱
はま

澤
ざわ

　竜
たつ

彦
ひこ

スキルスキル

　このたび、「日本不整脈心電図学会」の評議員
に選出されましたので、ご報告させていただき
ます。
　学会（医療系）とは、医学研究の成果や診療
に関する新しい知見を多くの医療従事者に報告・
検討し医学の発展を目指すことを目的とし活動
している団体のことを言います。評議員はその
学会員の中から選出され、各種委員会への参加
や学術集会の企画、教育セミナーの開催などの
会の運営の役割を担います。
　日本不整脈心電図学会は不整脈診療に関する
啓発活動や予防活動などを行なう学会であり、
医師をはじめ臨床工学技士、臨床検査技師、看
護師など１万人以上の会員が在籍しています。評議員には、過去の不整脈診療に関わる実績や学術大
会や学術研究会のシンポジウム等で座長や演者を務めるなど、これまでの活動が認められた者が理事
の推薦により選出されます。
　全国の評議員数は計 334 名であり、主に医師で構成されています（県内の医師は 2名）。医師以外
の評議員は 25名で、臨床工学技士、臨床検査技師や看護師です。その中でも看護師は全国で 8名の
みであり、長野県では初めて選出されました。
　私が評議員に選出されたのは、植込み型除細動器やペースメーカ植込み後の患者さんの植込み後の
生活上の相談や環境整備、QOL 向上のための活動が認められたためかと思います。これらの活動は看
護師だけでなく、医師、臨床工学技士、理学療法士、管理栄養士で構成されるデバイスチームとして
の活動です。当院のデバイスチームが学会に認められ、代表として私が選出されたものと思っています。
デバイスチームで培ったチーム医療の経験を今後は病院全体に展開し、『チームあづみ』で地域の皆さ
んの期待に応えていきたいと思います。

看護部主任　大
おお

月
つき

　幸
ゆき

恵
え

〜広がるチーム医療。日本不整脈心電図学会評議員に選出〜

▲当院のデバイスチーム
前列循環器内科医師、後列臨床工学技士・看護師（後列中央筆者）
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ちょっと手間がかかりますが、豆腐入りでカロリーを抑えつつもボリューム満点なコロッケです。
たっぷりの揚げ油を用意しなくても「揚げ焼き」する事でこんがりと美味しそうに揚げあがります。

低カロリー豆腐のふわふわコロッケ
木綿豆腐………………………… 2丁（600g）
豚ひき肉…………………………… 180g
長ねぎのみじん切り… … 大さじ5
酒………………………………………… 大さじ1/2
塩………………………………………… 小さじ2
コショウ……………………………… 少々

パン粉………………………………… 適に
揚げ油………………………………… 適に
トマト…………………………………… 1/2個
ブロッコリー……………………… 1/2房
レモン汁… …………………………お好みで
ウスターソース…………………お好みで

材料（4人分）



①		医の倫理を守り患者さんの権利を尊重し、平
等で親切、安全な医療・福祉サービスを提供
します。
②	救急医療から在宅医療まで広く、地域の皆さ
まの安心を支えます。
③	地域の皆さまのこころの健康を支える、やさし
い医療につとめます。
④		日々の研鑽に励み、明るい職場環境造りと信
頼される医療人の育成につとめます。

⑤		保健予防活動を通じて地域の皆さまの健康
増進に貢献します。

⑥研究・文化活動を積極的に展開し豊かな地
域づくりに貢献します。

質の高い医療と社会への貢献をとおし、
地域の皆さまから信頼される病院を築
きます。

北アルプス医療センター
あづみ病院理念

〈基本方針〉

お 知 ら せ
休日緊急当番医

・1/2（水）14（月・祝）

本院（大北南部地区）
・10/11（日）

・10/4（日）
白馬診療所（大北北部地区）

（赤字の日が全科休診日です）

北アルプス医療センター あづみ病院
休診日のお知らせ
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　だいぶ涼しくなってきて一層秋めいてきました。10月とい
えば食欲の秋で多くの食材が旬を迎えますが食べすぎには
注意しましょう。� （T.M）
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「宝の箱」
よりよい病院になるために、患者さんからいただいたご意見の一部を紹介いたします。

その他のご意見は、正面玄関を入って左手の返答コーナーに掲載しております。

ご意見・ご要望 お返事
＜病棟に＞看護師の名札が裏返し
になっているのをよく見受ける。
着けるなら正しく着けてください。
受け持ちの始めと終わりの挨拶は
気持ちいいですが、やらない看護
師もいます。

ご意見ありがとうございます。当
院で使用している名札の多くは、
リール式で裏返しになりやすい形
状でした。今後、裏返し防止機能
のある名札の導入を検討いたしま
す。挨拶は基本ですので、職員全
員が気持ちの良い挨拶ができるよ
う指導いたします。
 （統括看護部長）

システムで、患者が到着してから
会計までどれほどの時間がかかっ
ているかわかると思います。今
の状況は、“問題ない”とは言え
ないと思う。システムを生かして
患者サービス向上へつなげてほし
い。患者の名前を読み上げること
で医療ミスをなくそうとしている
のに、会計で名前を呼ばないこと
にも違和感を感じている。掲示板
を採用するなど、道具をうまく
使っていけばよくなると思う。

貴重なご意見ありがとうございます。
患者さんへのサービス向上につな
がるよう、アイデアを出し合い、
課題に取り組んでいきたいと感じ
ております。現在のシステムでは
対応しきれない部分もあります。
今後のシステム導入時に、今回い
ただいたご意見を参考にさせてい
ただきます。 （医事課長）

【がん患者サロン・糖尿病教室】各教室は、現在開催が中止になっております。
再開は、当院ホームページまたは院内掲示板にてご案内させていただきます。

 新規職員採用情報

インフルエンザワクチンに関するお知らせ
　インフルエンザワクチン予防接種の予約を開始いたしました。ワクチン
の入荷状況により通院患者さん優先で受付を行います。
　ご希望の方は、通院されている外来でご予約を承ります。
　通院患者さん以外の方の接種については、ワクチンの入荷状況により受
付開始のため、11月以降にお問い合わせください。

受付期間	 2020年11月30日（月）まで
接種期間	 2020年11月2日（月）～2020年12月29日(火)まで
料　　金	 13歳未満　2回接種　6,248円（税込）
 13歳以上　1回接種　3,565円（税込）
 ※65歳以上の方は、市町村からの補助がありますのでお住まいの市町村に
　　　　　　　お問い合わせください。

予  約  先 0261-62-3166（代表）
予約時間 通院されている外来へ14時～17時の間にお問い合わせください。
※なお、ワクチンがなくなりしだい予約を終了させていただくことがありますのでご了承く
ださい。

詳しくはこちらから→



2020 年 10月 1日現在

予告なく変更されることがありますので、
ホームページの休診案内をご確認下さい。

受付時間：平日 7:30 〜 11:30
　�　　　��第1・3土曜 7:30 〜 11:00
お問合せ：0261 - 62 - 3166

※診療科により受付時間が
　異なります。
※�青字は、信大医師又は
非常勤医師が診察します。

　 月 火 水 木 金 土（第 1・3）

内
　
　
　
　
科(

初
診
以
外
予
約
制
）

内科 川上裕隆 川上裕隆 川上裕隆（初診） 川上裕隆 川上裕隆 川上裕隆
（第1は再診）（第3は初診）

循環器内科
麻生真一（初診）
東方壮男
馬渡栄一郎

東方壮男（初診）
富田　威（午後）
桑原宏一郎

麻生真一（初診）
富田　威（第1・3）

東方壮男
馬渡栄一郎（午後）

小岩哲士（隔週）
野本史佳（隔週）

馬渡栄一郎（初診）
富田　威
麻生真一

東方壮男
（第1は初診）（第3は再診）

馬渡栄一郎
（第3は初診）

消化器内科 中村麗那（初診） 村木　崇 中村麗那（初診） 村木　崇（初診） 輪　　番（第1）

呼吸器内科 池川香代子（初診） 岡田光代 岡田光代（初診）
花岡正幸（10：00〜）（予約制）

池川香代子
（第2・4初診）
岡田光代

松原美佳子
岡田光代

（第1は初診）（第3は再診）
藤本圭作（第1）

神経内科 林田研介 藤原舜也（初診）
林田研介 林田研介 林田研介（初診）

藤原舜也（午後）
藤原舜也（初診）
林田研介

林田研介
（第1は再診）（第3は初診）

血液内科 仲村彩子 仲村彩子（初診）
武岡康信（第3以外） 川上裕隆（初診） 武岡康信（初診）

仲村彩子（第1・3・5初診） 武岡康信（午後） 武岡康信
（第3は初診）

総合内科 林田研介 林田研介
専門診察
（予約制）

田中榮司
（肝臓）

唐澤崇之
（糖尿病　13：30〜）

高松良太
（リウマチ・膠原病）

上條祐司
（腎臓内科）

岸田　大（第1）
高松良太（第3）

（リウマチ・膠原病）
循環器病センター
（予約制） 　�� �心不全外来（第1・3）+看護専門外来�デバイス外来（第2・4）

精
神
科
・
心
療
内
科

精神科
心療内科
（予約制）

村田志保
鬼頭　恆
中村伸治
岡田知徳
雨宮光太郎
岡田文美子
前田和輝

岡田知徳
古屋昌宏
雨宮光太郎

中村寛文（第1・3・5）
前田和輝

村田志保
鬼頭　恆（午前）
中村伸治
岡田知徳
春原隆史
中村寛文
岡田文美子

村田志保（午前）
鬼頭　恆
中村伸治
雨宮光太郎
中村寛文
岡田文美子
樋端佑樹（第 1）

村田志保
鬼頭　恆
中村伸治
雨宮光太郎
中村寛文
前田和輝

鬼頭　恆
中村伸治
雨宮光太郎
中村寛文
前田和輝

初診（午前）／認知症診療
（予約制） 輪　　番 輪　　番 輪　　番 輪　　番 輪　　番

小
児
科

午　前 小口弘子
保刈　健（10：30〜） 保刈　健 小口弘子 保刈　健

小口弘子（予約制、10：30〜）
小口弘子�又は�
保刈　健 信　　大

午　後
（予約制）

小口弘子
（慢性疾患） 予防接種・乳児検診 予防接種

小口弘子（慢性疾患・16：00〜）
保刈　健

（慢性疾患）

外��

科

一般外科 髙畑周吾 本山博章 木村　大 本山博章 髙畑周吾 木村　大
専門診療

（心臓血管外科以外
予約制）

(心臓血管外科受付
15：00まで）

前野一真（第1・3・5）（乳腺）小野真由（第2・4）
信大（心臓血管外科）（14：00〜）

伊藤研一（第1・3・5）（甲状腺）金井敏晴（第2・4）

ストーマ外来（予約制）※看護専門外来

呼吸器外科 花岡孝臣
藏井　誠（13：00〜）

手術日
（急患対応は要相談） 藏井　誠 花岡孝臣 手術日

（急患対応は要相談） 花岡孝臣
形成外科

（受付15：00まで） 矢野志春（13：00〜）

整
形
外
科

初診
（受付10：30まで） 中村恒一（手・肘）

（9：30〜）
白山輝樹

中村恒一（手・肘）
太田浩史（下肢�輪番）狩野修治

輪　　番
狩野修治（下肢）

向山啓二郎（脊椎）
白山輝樹（9：30〜）

太田浩史（下肢）
信　　大

信　　大

村上成道
（スポーツ障害・予約制）

再診
（予約制）

向山啓二郎
白山輝樹

高橋　淳 (第1・3）
向山啓二郎
太田浩史 中村恒一 狩野修治

肩関節治療センター
（受付10：30まで）

日野雅仁（初診）
畑　幸彦（予約制）
石垣範雄（予約制）

手術日 手術日
石垣範雄（初診）
日野雅仁（再診）
畑　幸彦（予約制）

畑　幸彦
（予約制・第3）

皮膚科
（受付10：00まで） 信　　大 信　　大 信　　大

泌尿器科 平林直樹（再診のみ） 信　　大 平林直樹（予約制）
ストーマ外来（予約制）※看護専門外来

女性骨盤底医学センター
（予約制） 西澤　理（第 2・4）

産婦人科（予約制） 田中泰裕 布施谷千穂

眼科 太田いづみ
（初診受付10:00まで）

信　　大
（初診受付10:00まで）
（診察10：00 〜）

太田いづみ
（初診受付10:00まで）

太田いづみ
信　　大（第4以外）
（初診受付9:30まで）
（再診受付10：00まで）

信　　大
（初診受付 9:30まで）

耳鼻咽喉科
（平日受付16:00まで）

信　　大
（14：00〜）

�信　　大
（14：00〜） 信　　大

放射線科 柳澤　新

麻酔科（予約制） 小林浩一
（ペインクリニック）

小林浩一（輪番）田中成明　　　　
（手術前診察）

小林浩一
（ペインクリニック）

新倉明和
（手術前診察）

小林浩一
（ペインクリニック）

リハビリテーション科
（予約制） 日野雅仁 畑　幸彦 石垣範雄 石垣範雄 石垣範雄 石垣範雄

歯科口腔外科 飯島　響
矢島淳一

手術日
（急患対応は要相談）

飯島　響
矢島淳一

飯島　響
矢島淳一

飯島　響
矢島淳一

飯島　響
矢島淳一

緩和医療外来
（予約制）

木全博己（第1）
花岡孝臣（第2）
武岡康信（第3）
間宮敬子（第4）

在宅支援科（予約制） 千葉　裕（13：30〜）
白馬診療所 問い合わせ　TEL :0261-75-4123　FAX:0261-75-4182

内科
人工透析

リハビリテーション科
下里修一

富田　威（午後）
下里修一
木村知子

下里修一
木村知子

整形外科（第4）（15：00〜）
下里修一 下里修一

木村知子
下里修一
木村知子

あるぷすメンタルクリニック 問い合わせ　TEL :0263-39-6868
精神科・心療内科
（予約制） 小笠原紘輔

小笠原鉱輔
中村伸治（第1・3・5）
樋端佑樹（第1）

小笠原紘輔
小笠原紘輔（第5）
樋端佑樹（第2〜5）

第1休診
小笠原紘輔 小笠原紘輔
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